
         

 

     

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                   

特定非営利活動法人 

小保・榎津藩境のまち保存会 
 

大川市大字小保１７３番地 

TEL・FAX0944-87-0931 

Email:hanzakai@gmail.com 
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令
和
元
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て 

 

「
真
夏
の
風
鈴
ア
ー
ト
」 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

 

九
月
十
四
日
（
土
）
旧
吉
原
家
住
宅
で
「
観
月

会
～
名
月
を
愛
で
る
夕
べ
～
」
を
開
催
致
し
ま
し

た
。
旧
吉
原
家
住
宅
で
の
観
月
会
の
開
催
は
七
年

ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。
重
要
文
化
財
で
二
胡
奏
者

の
日
下
智
恵
子
氏
の
奏
で
ら
れ
る
音
色
は
趣
が
あ

り
、
黄
金
色
の
大
き
な
お
月
様
と
、
小
さ
な
丸
い

お
月
見
饅
頭
と
共
に
、
初
秋
の
夜
の
ひ
と
時
を
ご

来
場
頂
い
た
皆
さ
ん
と
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 

大川市 都市計画課 都市計画係 

TEL０９４４‐８５‐５６０３ 

 

ご相談・お問合わせ先 

NPO 法人小保・榎津藩境のまち保存会 

TEL０９４４‐８７‐０９３１  

街なみ環境整備事業 

修理・新築をお考えの方は、お気軽に 
「NPO法人小保・榎津藩境のまち保存会」 
若しくは「大川市」にご相談ください。 

「
Ｖ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
ｏ
コ
ン
サ
ー
ト
」 

四
月
十
三
日
、
災
害
復
旧
工
事
を
終

え
た
「
旧
吉
原
家
住
宅
」
で
、
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念
事
業
と
し
て
熊

本
か
ら
Ｖ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
ｏ
の
皆
様
を
お
招

き
し
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

八
十
名
の
お
客
様
と
共
に
、
阿
蘇
の
大

自
然
を
テ
ー
マ
に
し
た
ケ
ー
ナ
、
オ
カ

リ
ナ
、
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
の
独
特
の
迫

力
と
共
に
美
し
さ
を
持
っ
た
音
色
に
耳

を
傾
け
な
が
ら
、
春
の
夜
の
ひ
と
時
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

旧
緒
方
家
住
宅
は
本
瓦
葺
き
入
母
屋
造
妻
入
の
玄
関
に
式

台
が
設
け
ら
れ
、
格
式
高
い
造
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
屋

が
並
ぶ
小
保
の
歴
史
的
町
並
み
に
お
い
て
、
旧
緒
方
家
住
宅

の
よ
う
な
武
家
屋
敷
は
珍
し
く
、
旧
吉
原
家
住
宅
と
と
も
に

町
並
み
の
核
を
な
す
重
要
な
建
造
物
で
す
。
玄
関
の
蟇
股
の

形
式
か
ら
、
十
九
世
紀
中
期
の
建
築
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

柳
川
城
下
外
の
町
場
に
現
存
す
る
武
家
住
宅
と
し
て
貴
重

で
あ
る
こ
と
、
小
保
の
伝
統
的
町
並
み
を
構
成
す
る
建
築
と

し
て
も
重
要
な
存
在
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
平
成
三
十
一
年

三
月
十
九
日
に
福
岡
県
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

ら
。 

本
年
五
月
一
日
、
元
号
も
改
ま
り
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
の
時
代
が

始
ま
り
ま
し
た
。
平
成
二
十
八
年
四
月
の
熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
「
旧

吉
原
家
住
宅
」
の
修
復
工
事
も
完
了
し
、
四
月
十
三
日
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
当
法
人
が
大
川
市
よ
り
管

理
・
案
内
業
務
を
受
託
し
、
当
住
宅
を
活
用
し
た
事
業
の
実
施
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
一
昨
年
よ
り
実
施
し
て
い
る
『
町
並
み
見
守
り
隊
』
に
よ
る
調

査
や
「
町
並
み
・
た
て
も
の
相
談
窓
口
」
を
設
置
し
、「
街
な
み
環
境
整
備

事
業
」
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

                    

『
浄
福
寺
山
門
修
理
報
告
会
』 

旧
緒
方
家
住
宅
、
福
岡
県
指
定
文
化
財
に 

 

観

月

会 

昔
の
く
ら
し
体
験
と
ミ
ニ
縁
日 

 

七
月
二
十
三
日
、
夏
真
っ
盛
り
の
暑

さ
の
中
、
午
前
の
部
十
名
、
午
後
の
部

十
一
名
の
計
二
十
一
名
の
方
々
に
ご
参

加
頂
き
ま
し
た
。 

思
い
思
い
に
自
分
で
絵
付
け
を
さ
れ

た
素
敵
な
風
鈴
が
完
成
し
、
小
保
の
町

並
み
に
チ
リ
ン
、
チ
リ
ン
と
や
さ
し
い

音
色
が
響
き
、
真
夏
の
一
服
の
涼
を
感

じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

第 20回小保・榎津藩境まつり 

七
月
二
十
八
日
に
開
催
し
、 

元
気
い
っ
ぱ
い
な
三
十
名
の 

お
子
様
達
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

昔
懐
か
し
い
洗
濯
板
を
使
っ
て
洗
濯

を
し
た
り
、
水
鉄
砲
を
作
っ
て
遊
ん
だ

り
と
盛
り
沢
山
の
催
し
に
、
子
供
達
の

元
気
な
笑
い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
き
っ
と
夏
休
み
の
楽
し
い
思
い
出

に
な
っ
た
事
で
し
ょ
う
。 

地
元
の
皆
様
、
ご
協
力
い
た
だ
き 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

旧吉原家住宅活動報告 

 
 

七
月
三
十
日
、
旧
吉
原
家

住
宅
は
平
成
六
年
五
月
の

開
館
以
来
、
来
館
者
十
五

万
人
を
達
成
い
た
し
ま
し

た
。
十
五
万
人
目
の
お
客

様
は
、
久
留
米
よ
り
お
越

し
の
方
で
、
大
川
市
か
ら

の
記
念
品
と
、
庄
分
酢
さ

ん
よ
り
提
供
さ
れ
た
お
食

事
券
を
贈
ら
れ
、
大
変
喜

ば
れ
て
お
り
ま
し
た
。 

 

   
 

                  

「
旧
吉
原
家
住
宅
」
来
館
者
十
五
万
人
達
成
‼ 

今年も地域の皆様のご理解とご協力を頂き『第
20回小保・榎津藩境まつり』を無事開催すること
ができました。本年は、リニューアルオープンし
た旧吉原家住宅にて開会セレモニーを行い、２０
回の特別イベントも多数企画し、幅広い年齢層の
お客様にご来場いただき、町並みも大変賑わって
おりました。 

【児童生徒作品展授賞式】 【開会セレモニー】 

【花嫁道中】 【藩境対決】 

【藩境音楽ストリート】 【日向ひょっとこ踊り】 

旧吉原家住宅にて「お茶会」開催 

10 月 20 日(日)歴史ある建物で、一服をお楽しみくださ

い。大川文化協会茶道部表千家の方から、お菓子・お茶の

頂き方を御指導して頂きます。チケットは旧吉原家住宅に

て販売しております。皆様のお越しをお待ちしております。 

小
保
・
榎
津
地
区
に
導
入
さ
れ
て
い
る
「
街
な
み

環
境
整
備
事
業
助
成
制
度
」
を
用
い
、
平
成
三
十

年
度
に
浄
福
寺
山
門
の
修
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

九
月
二
十
四
日
、
こ
の
工
事
の
設
計
監
理
を
担
当

さ
れ
た
北
島
智
美
氏
（
北
島
一
級
建
築
士
事
務
所
）

と
施
工
さ
れ
た
工
務
店
の
方
を
お
招
き
し
、
修
理

報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。
町
並
み
の
方
々
に
も
ご

参
加
頂
き
、
貴
重
な
文
化
遺
産
を
守
り
次
の
世
代

へ
と
繋
ぐ
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

 


